
省エネ技術

モノづくりの底力

　
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
や
高
騰
す
る
石
化
資
源
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
企
業

に
と
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
各
社
は
生
産
効

率
の
改
善
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
、
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計

Ｍ
Ｆ
Ｃ

Ａ

の
導
入
な
ど
に
取
り
組
み
、
省
エ
ネ
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
脱
石
化
資
源
と
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

動
き
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

パ
ワ
ー
半
導
体
国
内
最
大
手
の
三
菱
電
機
は
近

年
、
生
産
増
強
を
続
け
て
い
る

熊
本
工
場

すりあわせ技術が必要なパワー半導体モ
ジュールは日系メーカーの競争力が強い
（富士電機のパワー半導体モジュール）

進む「工程改善」と「省電力化」

脱
化
石
燃
料
に
も
力
環
境
負
荷
低
減
と
両
立
も

素
材
メ
ー
カ
ー
の
工
夫

存
在
感
増
す
パ
ワ
ー
半
導
体

炭化ケイ素使用が拡大電力損失５割以上抑制

古
紙
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混
合
燃
料
で
あ
る
Ｒ

Ｐ
Ｆ
な
ど
を
利
用
す
る
王
子
製
紙
富
岡
工
場
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ボ
イ
ラ

　
積
水
化
学
工
業
は
海
外
工

場
に
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
を
導
入
す
る

た
め
、
２
０
１
１
年
か
ら
モ

デ
ル
工
場
の
選
定
に
取
り
か

か
っ
て
い
る
。
生
産
工
程
で

発
生
し
た
端
材
や
不
良
品
な

ど
製
品
に
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

「
ロ
ス
コ
ス
ト
」
と
し
て
金

額
で
評
価
す
る
。
コ
ス
ト
削

減
と
と
も
に
、
廃
棄
物
削
減

や
省
エ
ネ
と
い
っ
た
環
境
負

荷
低
減
に
も
つ
な
げ
る
。
国

内
で
は

年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。

　
世
界
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
原
単
位
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
少
な
い
セ
メ
ン
ト
業
界
で

は
、
燃
料
原
単
位
が
低
い
設

備
の
Ｎ
Ｓ
Ｐ
キ
ル
ン
に
い
ち

早
く
切
り
替
え
て
い
た
。
大

型
設
備
導
入
に
加
え
、
最
近

で
は
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
が

廃
熱
発
電
設
備
を
上
磯
工
場

北
海
道
北
斗
市

に
導
入

す
る
。
セ
メ
ン
ト
生
産
設
備

か
ら
発
生
す
る
余
熱
を
利
用

し
発
電
に
用
い
る
も
の
で
、

一
層
の
省
エ
ネ
に
つ
な
げ

る
。
年
内
に
は
完
成
予
定
。

　
製
紙
業
界
は
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
が
あ
っ
た

年
代
以

降
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
高
効
率
設
備
の
導
入

な
ど
の
ほ
か
、
例
え
ば
王
子

製
紙
は
、
複
数
人
の
目
で
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
「
省
エ
ネ
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

る
。
蒸
気
管
の
保
温
状
態
を

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
確
認

す
る
ほ
か
、
照
明
の
照
度
や

空
調
の
設
定
温
度
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
。
「
一
つ
ひ
と
つ

は
小
さ
な
取
り
組
み
だ
が
、

積
み
重
ね
に
よ
り
着
実
に
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
今
後
も

続
け
て
い
く
方
針
だ
」

王

子
製
紙

。

　
製
紙
業
界
は
、
引
き
続
き

省
エ
ネ
を
推
進
す
る
の
と
併

せ
て
脱
化
石
燃
料
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
原
料
の
木
材

チ
ッ
プ
か
ら
繊
維
を
取
り
出

し
パ
ル
プ
を
生
産
す
る
際
に

発
生
す
る
黒
液
を
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
ほ

か
、

年
代
以
降
に
は
木
く

ず
や
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
も
燃
料

と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
非

化
石
燃
料
の
使
用
比
率
を
約

５
割
に
ま
で
高
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
王

子
製
紙
は
古
紙

や
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
混
合
燃

料
で
あ
る
Ｒ
Ｐ

Ｆ
を
は
じ
め
廃

タ
イ
ヤ
な
ど
を

使
用
す
る
ボ
イ

ラ
を
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ボ
イ

ラ
」
と
し
、
導

入
を
進
め
て
き

た
。
現
在
は
、
苫
小
牧
工
場

北
海
道
苫
小
牧
市

や
富

岡
工
場

徳
島
県
阿
南
市

な
ど
計
８
拠
点
に
設
置
。

　
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
本
社

で
も
、
非
化
石
燃
料
を
使
用

で
き
る
ボ
イ
ラ
な
ど
の
導
入

を
当
初
計
画
通
り
済
ま
せ

た
。
さ
ら
に
同
社
は
、
黒
液

を
用
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

の
使
用
比
率
を
高
め
る
な
ど

し
、
将
来
は
石
巻
工
場

宮

城
県
石
巻
市

な
ど
主
力
工

場
で
の
重
油
燃
料
使
用
の
ゼ

ロ
化
を
目
指
し
て
い
る
。
脱

化
石
燃
料
を
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
よ
り

億
円
分

の
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
パ
ワ
ー
半
導
体
は
電
力
の

変
換
や
制
御
に
使
用
し
、
各

種
機
器
の
電
力
消
費
量
を
抑

え
る
効
果
が
あ
る
。
組
み
込

む
機
器
の
省
電
力
化
に
寄
与

す
る
だ
け
で
な
く
、
送
電
網

の
電
力
変
換
の
損
失
を
抑
え

る
用
途
で
利
用
も
見
込
め
る

た
め
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

時
代
の

到
来
を
控
え
、
存
在
感
が
増

す
。
環
境
意
識
が
高
ま
る

中
、
新
素
材
の
開
発
な
ど
さ

ら
な
る
省
エ
ネ
化
に
向
け
た

動
き
も
活
発
化
す
る
。

　
パ
ワ
ー
半
導
体
の
性
能
改

善
に
大
き
く
貢
献
し
そ
う
な

の
が
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の

替
わ
り
に
Ｓ
ｉ
Ｃ

炭
化
ケ

イ
素

を
基
板
に
用
い
た
次

世
代
品
だ
。
電
力
損
失
を
シ

リ
コ
ン
製
に
比
べ
５
割
以
上

抑
制
で
き
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
切

り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

次
世
代
品
は
耐
熱
性
に
優
れ

て
お
り
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の

小
型
、
軽
量
に
寄
与
す
る
。

産
業
機
械
や
家
電
、
鉄
道
、

自
動
車
な
ど
幅
広
い
用
途
で

利
用
さ
れ
る
。

　
日
系
メ
ー
カ
ー
各
社
は

年
度
以
降
、
Ｓ
ｉ
Ｃ
ダ
イ
オ

ー
ド
の
量
産
に
乗
り
出
し
た

が
、
現
時
点
で
は
デ
バ
イ
ス

専
業
メ
ー
カ
ー
が
先
行
す

る
。
既
存
の
パ
ワ
ー
半
導
体

市
場
で
シ
ェ
ア
を
握
る
家
電

メ
ー
カ
ー
に
対
し
早
期
に
製

品
化
し
、
先
行
者
利
益
を
享

受
す
る
狙
い
。

　
特
に
動
き
が
顕
著
な
の
は

ロ
ー
ム
。
す
で
に
、

年
４

月
に
Ｓ
ｉ
Ｃ
ダ
イ
オ
ー
ド
の

量
産
を
開
始
し
て
い
る
が
、

昨
秋
に
は
金
属
酸
化
膜
電
界

効
果
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ

の
量
産
に
踏
み

出
し
た
。
同
社
の
最
大
の
強

み
は
ウ
エ
ハ
ー
も
グ
ル
ー
プ

内
で
調
達
で
き
る
点
。

年

夏
に
Ｓ
ｉ
Ｃ
基
板
で
業
界
２

位
の
独
サ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
を

買
収
。
基
板
か
ら
デ
バ
イ

ス
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
自
社

で
一
貫
し
て
手
掛
け
る
。

　
対
す
る
大
手
家
電
メ
ー
カ

ー
も
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み

始
め
た
。
三
菱
電
機
は

年

月
に
自
社
の
エ
ア
コ
ン
に

Ｓ
ｉ
Ｃ
ダ
イ
オ
ー
ド
を
搭
載

し
た
製
品
を
発
売
。

年
度

か
ら
は
他
社
向
け
供
給
も
含

め
た
本
格
量
産
を
パ
ワ
ー
デ

バ
イ
ス
製
作
所

福
岡
市
西

区

で
始
め
た
。
今
後
、
鉄

道
向
け
や
Ｆ
Ａ
向
け
に
も
採

用
。

年
に
は
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
に
も
Ｓ
ｉ
Ｃ
を
採
用
し
た

「
フ
ル
Ｓ
ｉ
Ｃ
」
イ
ン
バ
ー

タ
ー
を
搭
載
し
た
エ
ア
コ
ン

の
発
売
を
予
定
す
る
。

　
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
も
産
業
技
術
総
合
研
究

所

産
総
研

と
共
同
で
、

産
総
研
つ
く
ば
西
事
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市

で
試

作
を
開
始
。
松
本
製
作
所

長
野
県
松
本
市

に
も
年

度
内
に
生
産
ラ
イ
ン
を
設
け

る
。
東
芝
も
鉄
道
向
け
に

年
の
実
用
化
を
目
指
す
。

　
大
手
電
機
メ
ー
カ
各
社
は

省
エ
ネ
に
優
れ
た
最
終
製
品

を
生
み
出
す
中
で
、
相
乗
効

果
で
組
み
込
む
半
導
体
の
技

術
も
磨
い
て
き
た
。
「
す
り

あ
わ
せ
が
重
要
な
領
域
。
品

質
が
重
要
。
無
理
を
せ
ず
に

技
術
を
た
め
て
実
用
化
す

る
」

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

幹
部

。
一
気
に
普
及
さ
せ

る
狙
い
だ
。

　
Ｓ
ｉ
Ｃ
は
海
外
大
手
メ
ー

カ
ー
が
先
行
。
独
イ
ン
フ
ィ

ニ
オ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は

年
に
Ｓ
ｉ
Ｃ
ダ
イ
オ
ー
ド

を
製
品
化
。
ス
イ
ス
の
Ｓ
Ｔ

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
も

年
に
Ｓ
ｉ
Ｃ
ダ
イ
オ

ー
ド
市
場
に
参
入
。

年
度

に
Ｓ
ｉ
Ｃ
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ

の
量
産
を
視
野
に
入
れ
る
。

　
Ｓ
ｉ
Ｃ
の
応
用
製
品
の
本

命
は
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

な
ど
で
、
実
用
化
が
本
格
化

す
る
の
は

年
以
降
と
い
わ

れ
て
い
る
。
各
社
、
開
発
か

ら
生
産
段
階
に
移
行
し
始
め

た
今
、
普
及
の
条
件
は
整
い

つ
つ
あ
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ９月３０日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


